


























を設置していないシートに 3 分間座位姿勢を保つようにした。  
【結果】  
 対象は，現時点で 8 名であった（介入群 5 名，対照群 3 名）。腋窩前縁－膝間距離にお
いて，1cm 以上の変化を示した者は，介入群で 3 名（うち短縮は 2 名），対照群で 1 名（延
長）であった。骨盤前傾角度にて 1 度以上の変化を示した者は，介入群で 4 名（うち後傾









 各群ともさらに計測する計画である。その上で， 2 群間の差について統計学的解析を実
施する。本研究の成果は，理学療法関連の学会にて発表予定である。  
